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1．はじめに 

平成 13 年の土地改良法の改正後，農業農村

整備は，農作業の効率化，生産性の向上を主な

目的とした事業から環境との調和に配慮した

新しい整備手法や工法の開発が行われている。  

ところが，景観への配慮についてはその重要

性を示唆することが難しく，具体的な施策や事

業計画が途上のため，住民との合意形成も苦慮

する場合がある。そのため，他の整備事業と引

き合いとなった場合，景観整備は重要視されな

い傾向がうかがえる。 

景観に配慮した農村整備計画をする際，地域

住民や受益者など多様な関係者が考えられる

が，本報では,児童を対象にした景観意識に関

するアンケート調査を行い，統計解析による関

連性を考察し，景観整備の重要性を考察した。 

２．調査方法 

鹿児島県内の児童を対象にした農村景観に

関する意識調査を行った。対象学年を6年生（高

学年）と 3 年生（中学年）とし，県内 10 校を

選定して郵送法によるアンケートを実施した。 

アンケート内容は，「性別」,「学年」,「就

農への興味があるか」,「自宅周辺が田舎か都

会か」を確認する属性に関する選択肢と「就農

への興味があるか」，「自宅周辺が田舎か都会

か」という質問では，副詞句（とても‐すこし

‐どちらでもない‐あまり‐まったく）に伴う

5 段階で評価してもらう。次に修景を施した 4
つの写真（コンクリートブロック，コンクリー

ト，植生，石積み）を用いて「どの画像を好む

か」を回答してもらい、さらに各画像において

「身近な感じ‐身近でない感じ」，「整った感じ

‐整っていない感じ」，「心ひかれる‐心ひかれ

ない」の 3 項目の質問に対して、副詞句を伴う

形容詞により 5 段階で評価してもらう。 

アンケートに用いた写真は、画像処理ソフト

Realim とペイント系ソフトウェア Photoshop
を用いて実際に撮影した農村景観を修景した。 

小学校からの返信により，6 年生 340 名，3
年生350名の合計690名の児童の回答を回収す

ることができた。集計後，統計解析ソフト

（SPSS）を用いて，このアンケートから得ら

れた集計データの統計解析を行った。 

３．解析方法 

解析は，主にχ²検定を用い，2 つの質問の回

答傾向に関係性があるか逐次検討した。χ²検

定では，まず集計結果から検定統計量を求める。

そして，求めた検定統計量とχ²分布を用いる

ことで，回答の関係性を判断する数値である

「有意確率」が求められる。この有意確率が棄

却域以下の場合には関係性があると判断でき

る。有意確率は，数値が小さいほどより強い関

係性があることを示す。 

解析結果では，棄却域を 0.05 以下とし，求

めた有意確率が 0.05 以下の場合は，2 つの質問

の回答傾向に関係性があると判断する。   
４．結果と考察 

就農への興味があるか（以下,「興味」と称

す。）と好きな写真との 2 つの質問に関する回

答傾向を解析した結果，関係性を見出すことが

できた。解析にはクロス集計表を用いたχ²検

定を行った。作成したクロス表（表-１）から

検定統計量を算出しχ²検定を行ったところ，

棄却域にあたる有意確率 0.05 以下の有意確率

0.001 が求められた。これは 2 つの質問の間に

強い関係性があることを示している。 
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図-３ 画像評価の有意性（学年別）

2 つの質問の回答における，具体的な回答傾

向は「調整済み残差」から読み取ることができ

る。調整済み残差が 1.96 よりも大きい値のと

きは，そのセルにあたる項目に回答が集まって

いることを表し，調整済み残差が‐1.96 よりも

小さい値のときは，回答が集まっていないこと

を表す。このことから，写真 1（コンクリート

ブロック）を好む子どもは就農に興味がなく，

写真 3（植生）を好む子どもは就農に強く興味

を持っていることが判断できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
また，画像評価の有意性（好きな写真と画像

評価との関係性）を有意確率から判断すると，

（図-１）のように写真 3（植生）と写真 4（石

積み）の評価においては，「身・整・心」の 3
項目とも有意確率が小さく特に有意性がある

ことが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上のことから，景観（特に植生を意識した

景観）には，就農への興味を高める可能性があ

ると考えられる。また，画像評価に有意性があ

ることから，景観を意識する児童の考え方を把

握することが可能であることが分かった。これ

は，景観整備を行うことで就農への興味を高め

る効果があることを示唆している。 
さらに，6 年生と 3 年生とで分けた集計結果

でも同様の解析を行った。解析の結果，好きな

画像と興味，画像評価との関係性の有意確率は，

3 年生の方が小さく有意であった（図-２，３）。  
すなわち，6 年生は 3 年生と比較すると，回答

の関係性が希薄になることが分かる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

５．おわりに 

アンケートの解析より，景観整備によって就

農へ興味を持たせる可能性を見出すことがで

きた。不十分ではあるが，この点に景観整備の

重要さがある。ただし，景観と就農への興味，

景観評価との関係性は年齢を重ねるごとに希

薄になる傾向があり，成人に与える影響は小さ

くなる。景観整備の重要性は，感受性の高い子

どもたちが日常見て影響を受けるもので，整備

後の成果（例えば，就農率の向上）は，子ども

たちが成長する十数年後に表れるといえる。 

 

図-２ 興味と好きな写真との関係性 

図-１ 画像評価の有意性 

※身⇒身近な感じ－身近でない感じ 

心⇒心ひかれる－心ひかれない 
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表-１ 故郷と興味のクロス表 

整⇒整った感じ－整ってない感じ 


